
❶ オルゴール付き枕時計
Pillow clock with music box

精
せいこう


巧な飾
かざ


りなどが施
ほどこ


された高価な和時計で、別名 大名時計とも呼ばれました。幕末になると、長崎を
通じて卓

たくじょう


上時計が多く輸入されました。長崎の時計職人らは、文字盤
ばん


を割
わりごま


駒式に改造した「和
わ　まえ

前時計」
を販

はんばい


売しました。

江戸後期（mid 19th century）
170 × 150 × 100mm

These were expensive Japanese clocks with elaborate ornaments. At the end of the Edo period, many 

table clocks were imported through Nagasaki.  Clockmakers in Nagasaki sold Japanese-style clocks with 

dials modified to use split bridges.



❷ 置時計
Table clock

振
ふ

り子式の時計です。機械はフランス製を使用し、時刻を示す文字盤
ばん


は十二支を浮
う

き彫
ぼ

り模様で仕上
げています。1時間ならびに30分ごとに鐘

かね

が鳴ります。展示品は1855年のパリ万国博覧会の出展品と
同型のものです。

江戸後期（mid 19th century）
500 × 300 × 230mm

This is a pendulum clock. The mechanism is made in France, and the dial that shows the time is finished 

with an embossed pattern of the twelve zodiac signs. It chimes every hour and every half hour.



http://www.tcmit.org/360virtual/館内企画展アーカイブ バーチャル展示室360
これまでにトヨタ産業技術記念館で開催した企画展をご紹介するデジタルアーカイブです。
360 度 VR コンテンツで、臨場感溢れるバーチャル展示をお楽しみください。

当サイトに掲載の記事・写真の無断転載を禁じます。
Copyright(C) Toyota Commemorative Museum of Industry and Technology All rights reserved.

http://www.tcmit.org/360virtual/
http://www.tcmit.org/
http://www.tcmit.org/360virtual/



